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当社は、SDGs の内容を理解し、SDGs 達成に向けた方針及び取組を下記のとおり宣言します。 

記 

SDGs 達成に向けた経営方針等 

 

３側面 

主な分野

に○ 

SDGs 達成に向けた 

重点的な取組 

2030 年に向けた 

指標 

重点的な取組及び 

指標の進捗状況 
 

登録年月：令和３年７月 

要件２の

関連する

番号 

環境 

社会 

経済 

全社 CO₂排出量の削減に向けた

再生可能エネルギーの活用 

CO₂排出削減総量 26％

減（2017 年度比） 
 13 

環境 

社会 

経済 

全社エネルギー原単位使用量削

減 

今市事業所原単位エネ

ルギー使用量を 13％削

減（2017 年度比） 

 12 

環境 

社会 

経済 

企業の社会的責任を果たすこと

を意識して、地域社会貢献活動

を実施する。 

教育サポート活動・ス

ポーツ振興等を通じ

て、地域社会に当社の

理解を深めて頂くと同

時に、地域へ貢献して

いく。 

 32,33 

 

【記載留意点】 

・上記については「SDGs 達成に向けた経営方針等」を記載いただくとともに、「SDGs 達成に向けた具体

的な取組のチェックリスト」（様式第３号）に記載いただいた取組を踏まえ、「SDGs 達成に向けた重点的

な取組」を記載してください。 
・指標は、原則として数値目標を記載してください。 

・「環境」、「社会」、「経済」の 3 側面の全てについて重点的な取組を記載してください。なお取組が 
 複数の分野にまたがる場合は、それぞれの分野に「○」をしてください。 

・重点的な取組及び指標の進捗状況については、新規登録時は記入不要です。 

・要件２に記載した取組との関連性がある場合には、「要件２の関連する番号」に番号を記載ください。 

・重点的な取組及び指標の進捗状況については、年 1 回以上進捗管理を行い、状況を記載してください。 

古河電池は、社会的価値と経済的価値の両面から社会課題に向き合い、お客様と社会に寄り添うサステ

ナビリティ経営を実践し、本業で培った技術とノウハウを活かしながら企業価値の向上に努めてまいり

ます。今後も健全性・持続可能性をいっそう高め事業活動を通じた SDGs の達成に挑戦します。 
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